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—NINOKURA を始められた経緯は？
　もともとは深谷市で深谷シネマとい
うコミュニティシネマの運営に携わっ
ていました。その際に戸谷さん（本庄
まち NET）と出会い、この蔵を紹介し
てもらったのが NINOKURA を始める
きっかけです。

—蔵髪を始められた経緯は？
　元々は夫婦ともども、横浜で美容
師をしていました。結婚を機に奥さ
んの地元である本庄で美容室を開く
ため、元々好きであった蔵や古民家
などの古建築を探していました。
　そんな折 NINOKURA に訪れた際

—街道沿いの魅力はどんなところか？　　
　NINOKURA は幅広い世代に来て
もらい、人と人とをつなげるコミュ
ニティカフェとしてはじめました。
歴史ある街道沿いで店を構えている
からか、まち歩きの途中で寄られる
方も多いです。
　市外から来るお客さんも多いの
で、「つみっこ」や「ナピラ」など
の地元の名物料理を提供するように
していますが、どうすればお店に来
てもらえる方に喜んでもらえるの
か、きっかけはやはりこの場所（中
山道）が気づかせてくれた気がしま
す。

に、小林さんから戸谷さん（本庄ま
ち NET）を、そして戸谷さんから、
この蔵を紹介していただいたのが
きっかけです。
—街道沿いの魅力はどんなところか？　
　移り住んできて感じたのは、この
地域の皆さんは、まちを活性化しよ
うという思いが強いということ。昔
からの文化やつながりを大切に守っ
ているからこそ、維持されているこ
の街並みが魅力的だと思います。
　この景観自体が自分たちのような
若い世代が入ってくる一つのきっか
けになるんじゃないかと思うので、
今後も古い建物を活かした取り組み
を行っていきたいです。

人の喜ばせ方を「中山道」が教えてくれました。 古い建物をとどめることは、町の記憶を紡ぐこと。
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先人たちが形作った中山道沿いのまち。

今でも中山道を歩くと、昔ながらの商家や蔵など当時の面影を残す

景色に出会える。実は今、そんな蔵や、建物を使って街道沿いに新

たな風を吹かせている人たちがいる。

小林　由美　さん
NINOKURA オーナー。
ママビーノを主宰するな
ど、子育て支援イベント
等にも関わる。

戸谷　正夫　さん
有限会社戸谷正夫建築設計事務所代表。
まちづくり団体、本庄まち NET の代表も務
める。

現在の一の蔵▶
現在は戸谷さんの建築
設計事務所のオフィス
となっている。まつり
の際は二階の窓から、
山車の様子がよく見え
るそう。

◀ 1912 年当時の一の蔵
小森商店時代の一の蔵
の様子。もともとは書
類等を保管するための
店蔵だった。現在は取
り壊されている店舗も
見える。

昔からの文化やつながりを感じる街並みが魅力です。

植村　貴之　さん
植村　愛　　さん
蔵髪オーナー。
貴之さんは商工会議所青
年部として、地域のイベ
ント開催にも関わる。

古い建物を活かしながら、
新たな場所をつくられている方々にお話を伺いました。

蔵の街保存活動等、古い建物を活
い

かした
まちづくりを行う戸谷さんにお話を伺いました。

戸谷さんとともに、蔵を活用し、
中山道沿いに新たな「場」を作る人たちがいます。

NINOKURA（にのくら）
旧小森商店の味噌・醤油
蔵だったものをカフェと
して改修。
蔵の由来にちなんで味噌・
醤油を使った料理の提供
や、2 階は多目的スペー
スとして貸出している。

蔵髪（くらっぱ）
武正商店の築 170 年以
上経つ紙蔵を譲り受け、
戸谷さんと美容室として
改修。
地域のコミュニティの場
として美容室や着付けを
行っている。

中山道の今を彩る
〈古い建物を活

い
かす人〉
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